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虎ノ門ニュース（2018年6月8日 DHCテレビ）
立憲民主党の政策をやってるのが今の韓国

6月8日に放送された虎ノ門ニュースで経済評論家の上念司氏が「立憲民
主党が言ってる政策を全部やってるのが韓国。立憲が政権をとるとああ
なる。金融を引き締め、財政も緊縮気味で再分配メイン。再分配は全体
的なパイを大きくすることには繋がらないので全員が等しく貧しくなり
格差が固定される。韓国が調子が悪いのは立憲みたいな政策をやってる
から」と立憲民主党の経済政策を酷評。
また野党議員について「仮説ですが答えのある勉強が得意な人が答えが
ない世界に出ると当惑し偉くなれずに偉くなった人をズルいと思う。そ
のルサンチマンが固まったのが今の野党では？ハッキリ言って政治家と
してゴミで相手にされてないのに、世の中に通用しない人材であること
を認めずに、なぜ社会的評価が低いんだと思ってるのでは？」と野党議
員の今の心境を分析した。

新聞の押し紙は公正な取引なのか？
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「拉致問題は安倍総理が非常に重要だと考えている問題で提起した」
「アメリカや日本から見て北朝鮮の核兵器保有は受入れられない」

安倍総理への配慮を感じさせるトランプ大統領の発言
あ

一方、“日本は蚊帳の外論”を主張してた朝日新聞は
『米朝のすり合わせに深く関わったが目論み通りにいかなかった』と変節
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